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廃液処理状況について
　無機廃液部門
　昭和50年5月に岡山大学特殊廃水処理施設として完成。昭和51年度から当施設の設置業者である
三西開発（株）への委託処理方式によって本格的運転を開始した。この間の諸般の事情及び昭和51
年度の処理状況については「岡山大学特殊廃水処理施設年報（昭和51年度）」で既に報告したとお
りである。
　昭和52年度における無機廃液の処理は三西開発（株）への委託処理により，10回　計60006の
廃液を処理した。無機廃液の発生量，集荷毎部局別持込量及び分析結果表，並びに無機廃液処理に
伴うスラッジ発生量は表1～4に示すとおりである。
　表1．無機廃液年間発生量（昭和52年度部局別）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：6）
　部局
﨑ﾊ
教　育
w　部理学部 医学部 薬学部 工学部 農学部 教養部 農　研 温　研
津　山
a@専 計
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表2．無機廃液集荷二部二二持込量（昭和52年度）
昭和52年7月集荷分（単位：β）
　部局
﨑ﾊ
教　育
w　部理学部 医学部 薬学部 工学部 農学部 教養部 農　研 温　研
津　山
a@専 計
一般重金
ｮ廃液 o 168153 50 178．5 93 288 24．5 0 234 1189
水銀廃液 0 0 0．5 0 1 0 420 2 10 16 449．5
シア　ン
p　　液 0 0 0 10 0 10 0 0 0 6 26
計 0 168153．5 60 179．5 103708 26．5 10 256 1664．5
昭和52年12月集荷分（単位：1）
　部局峵ji 教　育w　部理学部 医学部 薬学部 工学部 農学部 教養部 農　研 温　研
津　山
a@専 計
一般重金
ｮ廃液 151 120234 83 355 120234 56 0 225 1578
水銀廃液 18 18 15 0 0 0 324 0 0 0 375
シア　ン
p　　液 72 0 10 0 0 2 0 0 0 0 84
計 24ユ 138259 83 355 122558 56 0 225 2037
昭和53年2月集荷分（単位：β）
　部局﨑ﾊ
教　育
w　部理学部 医学部 薬学部 工学部 農学部 教養部 農研 温　研 津　山a@専 計
「般重金
ｮ廃液 80 115 105 0 216 110 420 36 0 144 1226
水銀廃液 0 0 245 0 40 0 15 0 0 0 300
シ　アン
p　　液 ．5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5
? 85 115 350 0 256 110435 36 0 144 1531
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表3．無機廃液処理量及び分析結果表（昭和52年度）
検査項目 シアン アルキル?@銀 総水銀 カ　ド~ウム
有　機リ　ン 鉛 六　価クロム 総クロム ひ　素
種　別 　一bNi解）
?（?）
TσrAL
i調 　Cdi雛） 0－Pi解） 　Pbi解）
Cr　6十
i解）
Tσ】［AL
i満 　Asi解）
颪響叢 原廃液 0．67 OD　33 18．2 280不検出 224 1．50 2300 28．6
600」し
（S．52，6）．処理水 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 ：不検出 0．01
慮密画 原廃液 0．67 0，033 182 280不検出 224 1．50 2300 28．6
600エ（S．52．6）処理水 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 0．01
一般重金 原廃液 043 ODO2 140 06 不検出 11β 不検出 680 138属廃液600£（S．52．7）処理水 不検出 不検出 0．0007不検出 不検出 0．02 不検出 0．02 不検出
水銀廃液 原廃液 133不検出 HO9 10 不検出 86不検出 73 154
6　0　04
（S．52．7）処理水 不検出 不検出 0．0006不検出 不検出 OD5不検出 OD2不検出
一般重金 原廃液 35 不検出 148． 148不検出 252不検出 1975 66属廃液600£（S．52ユ2）処理水 003不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出
蔑響羨 原廃液 3．5 不検出 148 148ネ検出 25．2不検出 1975 66
60　0」L
（S．53．12）処理水 0ユ6 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出
雇繋 原廃液 135 0の09 148 45不検出 292不検出 2250 0．05
（S．53，2）処理水 不検出 不検出 ODOO2不検出 不検出 不検出 不検出 004不検出
一般重金 原廃液 1．35 ODO9 1〆 45不検出 292不検出 2250 005
皆既璽
（S．53．2）処理水 不検出 不検出 G．ノ004不検出 不検出 0風）8 不検出 不検出 0．Ol
一般重金 原廃液 390不検出 228 3．70 不検出 5．5 不検出 150 6ユ8
笠島塗．
（S．53．3）処理水 OD　1 不検出 0．0006不検出 不検出 002不検出 OD2不検出
一般重金 原廃液 0．6 0，169 350 350不検出 124不検出 1100 138
属廃液6，00£
（S．53．3）処理水 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 0風）2 不検出 0．02不検出
排　水 基　準 1 不検出 0｛）05 0ユ 1 1 α5 2 05
注）三西開発㈱大牟田分析センターにて，環境庁長官が定める排水基準に係る検定方法によ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一11一
pH 浮　遊ｨ　質
化学的?@書 銅 亜　鉛 畷性 溶解性マンガン ふつ素 ヘキサン鰹o物 フェノール
　SSing／エ） CODi㎎／エ） 　Cuing／2）　Zning／2）S－Feing／2）S－Mning／2）　Fing／2）（ng／2） （ng／2）
????????????【?420
S20
2650
@go
3690
OD2
688
O．34
4550
Oユ7
980
V90
425
O．23
125
S9
　320
s検出
????????????420
S0D
2650
S40
　3690
s検出
688
O．19
4550
O．25
98D
S60
425
O42
125
TD
　320
s検出
1以下
@7．7
600
?S0
3300
H3D
4550
O．02
335
O．24
B200
@0．20
180
Q5
　　15
s検出
183
R2
　02
s検出
　　8P以．卜
@8G
3020
@5ρ
7700
R6D
200
Oρ2
375
O．34
ユ00
O．エ
126
O．7
　1．16
s検出
578
R．9
　032
s検出
1以下
@78
1760
@20
3090
@30
　1425
s検出
1938
O．22
6500
O．32
275
Q40
162
O．16
151
Sユ
　29
s検出
1以下
@80
1760
R5〈）
3090
R50
　1425
s検出
1938
O．23
6500
O．16
275
P．36
162
O．65
15ユ
P7
　29
s検出
1以下
@7ユ
960
W7
3130
@12
930
OD1
1062
O32
7125
PD8
164
P3
　　9D
s検出
462
Q8
　0．55
s検出
　　βP以下
@74
960
S5
3130
@22
　930
s検出
1062
@02
7125
O．75
】64
ｿ76
go
n．55
462
QD
　0，55
s検出
1以下
@75
340
PD
1720
@22
295
OD1
260
O44
750
O．1
138
Oβ5
　1．10
s検出
168
P5
　04
s検出
??????????????660
VD
4440
Q18
730
OD1
720
O．38
3040
O．32
161
O65
21D
n．12
352
O．6
　113
s検出
58～8β 200 160 3 5 10 10 15
泓油5
ｳ・・ 5
り分析。
一12一
表4．無機廃液処理に伴うスラッジ発生量（昭和52年度）
処理対象廃液 処　理　量． スラッジ発生量 備　　　　　　　考
一般重金属廃液 S．52．6．7～S．52．6．116004 102．3kg
・〃 S．52．　6．1］～S．52．　6．15600 82．6
〃 S．52．　7．30～S．52．　8．　3600 35．4
水　銀　廃　液 S．52．8．　3～S．52．8，7β00 77．7
一般重金属廃液 S．52．12．　2～S．52．12，　6、00 60．9
〃 S．52．12．　6～S．52．i2．ユ0　600 87．5
〃 S．53．　2．22～S．53．　2．26・00 119．7
〃 S．53．2．26～S．53．　3，2600 110；4
〃 S．53．3．10～S．53．3，14600 66．5
〃 S．53．　3，斗4へ乏3．53．　3．18600 48
計 6000¢ 791k夢
注）スラッジの処理については，岡山大学公害防止対策委員会の責任において処理し
　　ている。
一13一
　昭和53年度における無機廃液の処理は三西環境エンジニアリング㈱への委託処理により，
8回計49506を処理した。又，当無機廃液部門の昭和54年度からの自営化への移行措置
に先立ち，54年1月には業者委託によらず本施設職員のみによる処理を試み，教養部より搬
入した一般重金属廃液5004を別途処理した。これらの結果は表5～8に示すとおりである。
表5、無機廃液年間発生量（昭和53年度部局別） （単位：4）
　　　　部局
﨑ﾊ
教　育
w　部理学部 医学部 薬学部 工学部 農学部 教養部 農研 温研
津　山
a@専 計
一般重金属廃液 20 549 254247 1262 2751680．599 0 2634649．5
水　銀　廃　液 0 0 330．4 4．1 76 20 393 0 0 0 823．5
シアン廃液 0 0 10 28 21 40 0 0 0 0 99
計 20 549 594．4 279．1359 3352073．599 0 263 5572
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表6　無機廃液集荷毎部局別持込量（昭和53年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和53年6月集荷分（単位：6）
　　　　部局
﨑ﾊ
：教育
w部理学部 医学部 薬学部 工学部 農学部 教養部 農研 温研
津山p
?
一般重金属廃液 20 179 48 6 374 15 178 10 o 73 903
水　銀　廃　液 0 0 37．4 1」 38 0 373 0 0 0 449．5
シアン廃液 0 0 0 2 21 0 0 0 0 0 23
計 20 179 85．4 9．1 433 15 551 10 0 73 1375．5
昭和53年9月集荷分（単位：4）
　　　　部局
﨑ﾊ
教育
w部理学部 医学部 薬学部 工学部 農学部 教養部 農研 温研
津山p 計
一般重金属廃液 0 22 104 61 245 18 232．5 29 0 85 796．5
水　銀　廃　液 0 0 120 0 20 0 0 0 0 0 140
シアン廃液 0 0 10 4 0 10 0 0 0 0 24
計 0 22 234 65 265 28 232529 0 85 960．5
昭和53年11月集荷分（単位：6）
　　　　部局
﨑ﾊ
教育
w部理学部 医学部 薬学部 工学部 農学部 教養部 農研 温研
津山p
?
一般重金属廃液 0 115 62 36 128 70 35034 0 正5 810
水　銀　廃　液 0 0 20 0 0 20 0 0 0 0 40
シアン廃液 0 0 0 0 0 30 0 0 0
?
30
?
0 115 82 36 128 120 350 34 0 15 880
昭和54年1月集荷分教養部より一般重金属廃液5004（自営処理）
　　　　　　　　　　　昭和54年2月集荷分（単位：6）
　　　　　部局
﨑ﾊ
教育
w部理学部 医学部 薬学部 工学部 農学部 教養部 六字 温研
津山p
?
一般重金属廃液 0 233 40 144 515 172420 26 0 90 1640
水　銀　廃　液 0 0 153 3 18 0 20 0 0 0 194
シアン廃液 0 0 0 22 0 0 0 0 0 0 22
計 0 233 193 169533 172440 26 o 90 1856
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表7．無機廃液処理に伴うスラッジ発生量（昭和53年度）
処理対象廃液 処　　理　　期　　間 処　理　量 スラッジ発生量、 備　　　　　　　考
一般重金属廃液 S．53．　6．　9～S．53．　6．13600．4 40　k望
水　銀　廃　液 S．53．　6．13～S．53．　6．17600 52．7
一般重金属廃液 S．53．　9．　5～S．53．　9．　9 600 75
〃 S．53．　9．　9～S．53．　9．1360Q 79
シアン廃液 S．53．11，24～S．53．11．28600 63．5
水　銀　廃　液 S．53．11．28～S．53、12．　2600 58
二般重金属廃液 S．54．　1．16～S．54．　2．　1500 127自営処理
〃 S．54．　2．　9～S．54．　2．13675 79
〃 S．54．　2．13～S．54．2．17675 79
言十 54504657．2kg
注）スラッジの処理については，岡LLi大学公害防止対策委員会の責任において処理し
　　ている。
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表8．無機廃液処理量及び分析結果表（昭和53年度）
検査項目 シアン
アルキル
総水銀
カ　ド 有機 鉛 六価 総 ひ素水　銀 ミウム リ　ン クロム クロム
　一bN ALKYLTOTALCd 0－P Pb Cr6十TOTALAs種別量 一Hg 一Hg 一Cr
（解） （ng／2）（ng／z）（ng／2）（ng／2）（ng／2）（ng／2）（ng／2）（ng／2）
一般重
金属廃液 原廃液 0．60 0ユ69 35．0 350不検出 124不検出 11001386004
（S153．6） 処理水 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 0．15不検出 0．02不検出
水銀廃液 原廃液 11D0024125 5．20不検出 160不検出 110061．86004
（S539） 処理水 不検出 不検出 00016不検出 不検出 α04 不検出 0．02不検出
一般重熨ｮ廃液 原廃液 0．06 OD　2 13D 9．30不検出 30B不検出 27008256006
（S53．9） 処理水 不検出 不検出 ODOO6不検出 不検出 不検出 不検出 不検 不検出
一般重 原廃液 0．06 α02 130 9．30不検出 308不検出 27008．25金属廃液6004
iS53．11．）処理水 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検 不検出
シアン廃液 原廃液 525不検出 7．75 0．62不検出 148不検出 400 1656004
（S53．11．）処理奉 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検．’ 不検出
か銀廃液 原廃液 6．60不検出 433 0ρ3 不検出 3．12不検出 9200856006
（S53．11．）処理水 不検出 不検出 ：不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出
※一般重 原廃液 16ユ 一 30 OD　32 一 71不検出 3ユ 0ユ4
金属廃液5004
iS54．1）処理水 不検出 一 ODOO1不検出 　 0．12不検出 不検出 不検出
一般重 原廃液 372不検出 240 173不検出 426 0ユ5 25462．26金属廃液6754
iS54，2） 処理水 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出
一般重熨ｮ廃液 原廃液 3．72不検出 24D 173不検出 426 0．15 25462266754
（S54．2） 処理水 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 0．03不検出 不検出 0∫）1
排　水 基　準 1 不検出 0005 0．1 1 1 05 2 0．5
注）　三十環境エンジニアリング（株）大牟田分析センターにて，環境庁長官が定める排水基準
　　準に係る検定方法により分析。
　　※　本施設職員による自営処理。分析は日本エクスラン工業（株）西大寺工場分析センター
　　　に依頼。
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有機廃液部門
　昭和52年3月に岡山大学有機廃液処理施設として完成。昭和52年度は当施設の設置業者で
あるサンレー冷熱㈱により，工学部内に貯留されていた有機廃液を用いて試運転が繰り返され
た。次いで，52年度から53年度前半にかけて，本施設職員による試験運転を行い，処理装
置の運転技術を確立，技術指導員制度の導入をはかって「岡山大学環境管理施設有機廃液部門
利用の手引き」を作成したのち，本格的運転を開始した。
　昭和53年度に処理した有機廃液は可燃性廃液50054，難燃性廃液4334であった。
内訳は表9及び10に示すとおりである。
表9，有機廃液年間処理量（昭和53年度部局別）
（単位：』 S）
　　　部局
﨑ﾊ
教育
w部
理学 医学部 薬学部 工学部 農学 教養 農研 温研 津山p 計
可燃性廃液 40 160 1150 1435 1210930 30 50 0 0 5005
難燃性廃液 0 0 433 0 0 0 0 0 0 0 433
計 40 160 1583 1435 1210930 30 50 0 0 5438
　農研
教養音19～1鷺鞘．
o，　6　O／e
農学部
17．1　％
工学部
22．3　％
5438e
有機廃液
薬学部
26．4　％
医学部
29．1　％
一19一
農研　　　1．0　％
教養部
　O，6　％
　農学部
　　18，6　％
工学部
　24．2　％
教育学部。、・8％
」／理学部
　　　　　3．2　％
　　　　医学部
sooseN　23・o　％
可燃性
廃液
　　薬学部
　　28．6　％
　　433　e
　難燃性
　　廃こ
医学部　100％
表10．有機廃液部局別処理量（昭和53年度）
　　昭和53年5月16日～6月9日（試運転） （単位：4）
　　　部局
﨑ﾊ
教育
w部
理学 医学 薬学部 工学部 農学部 教養 農研 温研 津山p
?
可燃性廃液 0 70 0 705 780 570 0 0 0 0 2125
難燃性廃液 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
計 0 70 0 705 780 570 0 0 o 0 2125
昭和53年10月26～11月17日（技術指導員講習会）（単位：6）
　　　部局
﨑ﾊ
教育
w部
理学 医学部 薬学部 工学部
???
教養 農研 温研 津山p
?
可燃性廃液 20 40 360 90 170 90 30 50 0 0 850
難燃性廃液 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
計 20 40 360 90 170 90 30 50 0 0 850
昭和53年12月5日～12月22日（第一回有機廃液処理）（単位：4）
　　　部局
﨑ﾊ
教育
w部
理学 医学部 薬学部 工学部 農学 教養 農研 温研 津山、p
?
可燃性廃液 20 50 790 640 260 270 0 0 0 0 2030
難燃性廃液 0 0 433 0 0 0 0 0 0 0 433
計 20 50 ］223 640 260 270 0 0 0 0 2463
一20一
